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前回までの前回までの復讐復讐

● SlaxSlax本家があいかわらず死に体本家があいかわらず死に体
● Porteus 1.1Porteus 1.1がリリースされたけど課題あがリリースされたけど課題あ
りり
● 軽薄短小のいいところがなくなった軽薄短小のいいところがなくなった
● デバイスとの相性がいまいちデバイスとの相性がいまいち
● 課題満載の割には課題満載の割には日経日経LinuxLinuxに収録してもらったに収録してもらった
● これで日本でメジャーになるかこれで日本でメジャーになるか......

● OpencoconOpencoconは順調に開発は順調に開発
● v2v2が無事にリリーが無事にリリースス
● 普及に向けて全国の普及に向けて全国のOSCOSCにキャラバンを展開にキャラバンを展開

● HiyocoHiyocoは聞いてくれるなは聞いてくれるな



  

あれからあれから半年半年経ったけど経ったけど......

● SlaxSlax本家が再び動き出した本家が再び動き出した
● Porteus 1.2Porteus 1.2が直後にリリースが直後にリリース

● 軽薄短小は軽薄短小はLXDELXDEでと割り切ったでと割り切った
● koffice(Calligra Suite)koffice(Calligra Suite)がネットインストール がネットインストール 
● デバイスとの相性が少しだけ改善デバイスとの相性が少しだけ改善
● あいかわらず鳴かず飛ばずの状態あいかわらず鳴かず飛ばずの状態......

● OpencoconOpencoconは順調に開発を継続は順調に開発を継続
● v3v3が無事にリリースが無事にリリース
● もうすぐもうすぐv4v4もリリースもリリース

● HiyocoHiyocoは聞いてくれるなは聞いてくれるな



  

いまいまやっていることやっていること

● 開発を実環境から仮想環境に変えてみた開発を実環境から仮想環境に変えてみた
● UbuntuUbuntu上で上でVirtualBoxVirtualBoxを使用を使用
● ディストロ版でなくて本家版にディストロ版でなくて本家版に
● 慣れないために悪戦苦闘中慣れないために悪戦苦闘中
● これまでの資産をどう移行すればいいのこれまでの資産をどう移行すればいいの
● 使っているうちにいろいろ考えた使っているうちにいろいろ考えた



  

仮想環境の仮想環境の利点利点

● ISOISOイメージをブートせずに起動できるイメージをブートせずに起動できる
● メディアを焼かないので環境にやさしいメディアを焼かないので環境にやさしい
● 光学ドライブよりかなり高速光学ドライブよりかなり高速
● ディスクが効率的に使用できるディスクが効率的に使用できる
● 複数の複数のOSOSを同時に起動できるを同時に起動できる



  

仮想環境の仮想環境の欠点欠点

● ポインタが暴れるポインタが暴れる
● X window systemX window systemの画面が凍るときがあるの画面が凍るときがある
● 光学ドライブや光学ドライブやUSBUSBメモリの扱いが難しいメモリの扱いが難しい
● 共有フォルダがうまくいかない共有フォルダがうまくいかない
● 起動しない起動しないLiveCD LinuxLiveCD Linuxがあるがある
● 開発したディストロが実環境で動くか不安開発したディストロが実環境で動くか不安



  

それ以上のそれ以上の違和感違和感

● 個人的換装では個人的換装では

利点 ＞ 欠点利点 ＞ 欠点

なので使い続けると思うけどなので使い続けると思うけど......
● トゲのような違和感を感じてるトゲのような違和感を感じてる
● それが何なのかを考えてみるとそれが何なのかを考えてみると
● ハードウェアとゲストハードウェアとゲストOSOSの間にホストの間にホストOSOSがが
あるのが不安あるのが不安

● そうかゲストそうかゲストOSOSなんだなんだ......



  

所詮は所詮は

GuestGuest



  

けっしてなれないものけっしてなれないもの

HostHost



  

憧れているわけでない憧れているわけでない

（あくまでもイメージです）



  

違和感違和感を整理してみるとを整理してみると

● 軽薄短小な軽薄短小なLiveCDLiveCDとして開発してるけどとして開発してるけど
● 仮の環境で使われるのは不本意仮の環境で使われるのは不本意
● さらに仮の環境で評価して終わりだと さらに仮の環境で評価して終わりだと orzorz
● せめて実環境で評価されたいせめて実環境で評価されたい
● できれば実環境で使われるようになりたいできれば実環境で使われるようになりたい
● 結局はディストリビュータ側のワガママか結局はディストリビュータ側のワガママか
もも



  

実環境実環境で使われるにはで使われるには

● 実環境でのレスキュー用実環境でのレスキュー用
● 仮想環境を起動するよりお手軽仮想環境を起動するよりお手軽
● 仮想環境で使うべきところと実環仮想環境で使うべきところと実環
境で使うべきところの境を提示す境で使うべきところの境を提示す
るる

● 実環境を内側より外側で触るほう実環境を内側より外側で触るほう
がメリットが大きいがメリットが大きい

● 仮想環境で動かない仮想環境で動かない



  

最新版最新版Porteus Porteus 1.2 1.2 てどうよてどうよ

● LinuxLinuxカーネル カーネル 3.4.4 3.4.4 に！に！
● デスクトップが最新バージョンにデスクトップが最新バージョンに

● KDE 4.8.4KDE 4.8.4
● Trinity 3.5.13.1Trinity 3.5.13.1（（R14R14））
● LXDE latest stable compornentLXDE latest stable compornent
● xfce 4.10xfce 4.10

● 使用するときに使用するときにkofficekofficeをダウンロードをダウンロード
● ネットの依存度が高くなったのかネットの依存度が高くなったのか
● 起動プロセスが改善された起動プロセスが改善された
● チューニングツールが充実チューニングツールが充実



  

opencocon opencocon v3/v4 v3/v4 てどうよてどうよ

● 島田くん、簡単に解説してちょうだい島田くん、簡単に解説してちょうだい



  

opencoconとは

旧型PCを
シンクライアント

として
使用する

ディストリビューション



  

旧型コンピュータの
再利用？

● 手間がかかるのではないか？

● 用途がないのではないか？

● 節電にならない、エコではない



  

旧型コンピュータの
再利用？

● 手間がかかるのではないか？
→ opencoconは多分手間いらずです

● 用途がないのではないか？
→ シンクライアントでお役に立ちます

● 節電にならない、エコではない
→ リユースも大切であると考えてます



  

すごく簡単な使い方

● Opencocon のCDを入れてブート
● メニューから、接続するプロトコルを選択
● ユーザ名などを入力
● ・・・これだけで接続！



  



  



  

今の
旧型コンピュータ事情

● Windows XP世代が徐々に旧型とされている
(2001年〜2007年程度？)

● メモリは128MB〜512MB
● ハードウェアの故障が結構多い時期がある
● Linuxを使う際のデバイス問題がほぼ解消
● Mac : 初期のIntel Macが旧型に。初代iMac

以前はあまり見られなくなる
● CD、USBメモリ起動がほとんどの機種で可能

になった



  

ここんのリリース歴

● Opencocon v0 〜 v2
– OpenEmbedded 2011.03-maintenance

– まず、ツールキットを使いこなせればよいと考え
た。

– そのため、リポジトリは割とごちゃごちゃであっ
た

– v1 からメニューインターフェイスとライブCDが
登場。使う際の敷居が下がった



  

ここんのリリース歴

● Opencocon v3
– OpenEmbedded-Core + meta-oe

– ここん固有の部分と共通部分をおおむね分割
（一部アドホックなパッチが残っているが...）

– 綺麗なリポジトリとなった

● Opencocon v4
– 主にバグ直し



  

サポート体制

● マイナーなディストリはここが弱い
● 今は友人伝えとか、小江戸とかでフィードバッ

クを貰っている
● どんな形がよいだろうか？

(Forum, Wiki, Mailing List, Twitter, …)
● なかなか手が回らない！



  

ドキュメント

● やっぱり間に合っていない
● 本当は書かないと、開発に興味を持ってもらう

人を増やせない
● 何かしら集中する機会がないか？



  

思ったこと

● 通常、Linuxディストリビューションを作る必要
はない。

● これだという用途を見つけ、ここまで作ることが
できたのは幸運だと思う

● スクラッチの手法が適切であったかは疑問だ
が、色々知ることができた



  

おねがい

● opencoconは、旧型コンピュータの実機で最
適な性能を出せるようにチューニングしていま
す

● 仮想マシンでも動かなくはないですが、
お勧めしません

● CD版のopencoconは、HDDに書き込むこと
はしません。安心してお試しください



  

おねがい

● 2009年以降の機種は、ほとんど考慮していま
せん。動かないハードウェアがあります
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